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彷徨の中の産物

RC住 宅4題

内海 和雄

何 か を創 ろ う と して,す で に20年 。数 多 くの挫 折 と

僅か の よろ こび の断 片を引 きず って,今 …… 。

計 画 狂い 。形 狂 い。 誰そ れ風。 カオ スの 中 の惑 い 。

拭 い切 れ ぬ雑 多な欲望 …… 。

ほ んの20数 年 前 の時 代 には,モ ダ ンデザ インに 対す

る信 仰心 が,我 々 の心 の中 を堂 々 と支配 して いた 。 い

や,現 在 にお いて も決 して崩壊 しきったわ け ではな い。

しか し,か の建 康 な るモ ダ ン信 仰 は,底 辺 の作 品 群 の

持つ,異 常 な る感染 力 を伴 っ た自壊 作 用 と,新 た な る

"敵"の 為に
,今 静 か に崩 れ落 ちつつ あ るの だろ うか。

で も,"ポ ス トモダ ン"と 言われ る諸々 に代 表 され る一

般的 に は弱 々 しげ なデ ッサ ンカ に 支 え られ た造 形物 達

に,ど う して あれ だけの諸 先輩の 知恵 と100年 近い 蓄積

の賜 が,い とも易 々と翻弄 され なけれ ばな らないの か。

突 っ込 ん だ議 論 は まだ 聞か な い。 とに か く考 えて み た

い。 い った いモ ダ ンデ ザ インの どの 部 分が まず く,或

は ど うい う点 が時 代 に背 いた とみ な され た ので あ ろ う

か。 こ こ数年 間 の我 が 仕事 の模 型 と,現 実 の住 宅4例

を あげ,彷 復の さな かの研究 報告 に代 えたい 。
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試み

京 都 佐 藤邸(俵 屋 本宅)

構 造:鉄 筋 コ ンク リー トボ ックスカ

ルバー ト構法3階 建

工期:6ヶ 月

施工:竹 中工務 店

間口3問,奥 行13問 の,典 型的 な京 の町 家

の敷 地。 元 の長 屋 を切 り取 ってそ こ にコ ンク

り一 トの ボ ックス を挿入 す る とい うプロ ジェ

ク トで あ る。長 屋 の一部 を切 り取 る とい うこ

とは,隣 家 との 境 界線上 の芯 に建つ 共 有の柱

は,当 然 その ま ま置 い てお かな くて はな らな

い。 基礎 に関 しで も,同 様 であ る。即 ち,権
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利 と して の敷地 面積 は,そ の柱 芯 で計 算で き

るので あ るが,実 際 建て る こち ら側 の壁 は,

そ こか ら控 えて 建 て な くて はな らな い。木 造

の場合,昔 は平 面上 で壁 を造 り建 て起 こす工

法 や,人 が 作業 出来 る3尺 程度 離 して造 り,

ス ライ ドさせて 隣壁 にあ てが う工 法等 が あっ

た。鉄骨 造 の場 合 も,同 様 の仕 様 は むろ ん可

能 であ る。 ここで問題 な の は,コ ップの様 に

下 部 と,側 面で構 成 され た器状 の枠 を必 要 と

す る コ ンク リー ト造 の場合 で あ る。当 然,こ

の 側面 を構 成す る型 枠に は支持 材 を要 し,特

に外 壁側 に は,型 枠支 持材 に加 え る に,人 が

作 業す る 巾 を持 った作 業台 と昇 降 の為 の階段

が必 要 に な って くる。 この 僅 かな 間 口,し か

も両 サ イ ドに これだ けの スペ ース は取 れ ない。

結果 考 え たのが,型 枠 の締 め付 け 金物 を内側

か ら取 り外 しの利 く塩 ビパ イプを利 用 した特

殊 な型枠 金 具で あ る。 隣家 い っぱ い に建て込

まれた一 階 分の型 枠 に コン ク リー トを打 ち,

固 まっ た段 階で内 側 か らそ の締 め 金具 を抜 き,

外型 枠 はそ の まま二 階に スラ イ ドさせ て持 ち

上 げる。 そ のま まその外 型枠 を,特 殊金 具で

内型 枠 と緊結 し,二 階 の コ ンク リー トを打 つ 。

三階 もそ の繰 り返 し。 あ る種 の ス ラ イデ ィン

グフ ォー ム工法 で あ る。 尚,狭 い間 口方 向 に

も支持 壁 の必要 な,い わゆ る壁構 造 もこの敷

地 に不向 きなこ とか ら,京 都 で は例 の無 い ト

ンネル と同 じ構 法 を採 用 し,確 認 申請 に少 し

手 間取 った。計 画上 の配 慮 と して は,奥 庭 ま

で見 通せ る プラ ン と,中 庭 に落葉 を含 む雨水

を全 て集 め,壁 面 レリーフ の雨 どい と酒 落た

こ と。
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まんま

千 里 山 ギ ャラ リー ・ル ・パ ル

ク(兼 三原 邸)

構 造:鉄 筋 コ ンク リー ト壁 構 造

3階 建

工 期:6ケ 月

施 工:堀 田工 務店

前 面道 路 の前 に小 さな川が あ り,こ れが な

ぜ か一級 河 川。 そ の為地 下室 を設 け に くか っ

た こ と。 施主 が経 営 す る裏手 の アパ ー トの,

消 防車非 常 用進 入路 と して,敷 地北 側 を大 き

く削 られた こ と等 によ り,敷 地い っぱ いの三

階建 とな った。二 三階 に住 居 階 を持 って ゆ き,

一階 を夫 人 の経営 す る ギ ャラ リー と喫茶室 と

した。 住居 階 は,隔 壁 を多 く要 す る個 室群 を

下階 に,お お らか な空 間的 つ なが りの欲 しい

居 間 や食 堂 を上 階 に計 画す る こ とによ り,コ

ンク リー ト壁構 造 の属性 に対応 した。 これ は,

将 来の 近 隣の変 化 に よる影響 も,最 小 限 に抑

え るべ く,大 き な トップ ライ トの 設定 を も可

能 に した。 動線 的 な工夫 と して は,二 階 に玄

関 が あ る こ とか ら,昇 りに要す る段数 の1/3

程 度の段 を,玄 関扉 を開け て,靴 を脱 いで か

ら数段昇 る とい う行 為 を挿 入す るこ とに よ り,

一 気に一 階 分昇 らねば な らぬ とい う
,気 分,

動作 を含 め て,緩 和 出来 た と思 う。 これ は前

述 の佐藤 邸 や後 述 の玄琢 三軒 長屋 に も使 って

い る手法で あ る。
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思い
京都 玄琢三軒長屋

構造:鉄 筋コンクリート壁構造3階 建

工期:7ヶ 月

施工:熊 田工務店

京 の北 西 に位置 す る優 しい鷹 ヶ峰 を背 に,こ の 三軒 長屋 は建 って い る。 同 じ敷 地 の 後 ろ に控

える瓦屋 根の 家 は,先 代土橋 嘉兵 衛が 親交 のあ っ た河井寛 次郎 や,柳 宗悦 らの手 にな る もので,

町屋 とも民 家 とも思 え る不 思議 なおお らか さ を見 せ て、静 か に眠 って い る。

この静 かな るべ き玄 琢 の地 に も,時 代 の波 は確 実 に押 し寄せ て きて い る。

初 め に このお話 が あ った時,い ろん な意 味で 考 え る事 が 多か っ た。そ してそ の時 代 の渦 中 に

生 きて い る自分 とこの プ ロジ ェク トを,冷 徹 に客 観的 に位 置づ ける 自信 の 様 な ものが ほの か に

見 え る よ うな気 分 にな れ たの は,型 枠 も外 れ,ボ リュー み と して の建 築 躯 体が,こ の斜 面 に

どっか りと腰 を据 えた 去年の 暮 れ く らい であ っ ただ ろ うか。寒 風 の中 まだ 若 い現場 監督 が,頬

を真 っ赤 に しなが ら立 ち働 く姿 は,私 の なかの,も や もや した悩 み を,一 時 で も癒 して くれ た。

しか し現 代 とい う時代 を背 負 って なお かつ,古 き良 き環 境 に敬意 を表 した い気持 ちが,ど の

程度 形 と して表 し得 た のか。 また遠 き未 来は,こ の罪 多 きカオ スの時 を,如 何 な る 目で,俯 瞰

す るのか,ま だ見 えぬ 事が 多過 ぎる。
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逆手
目神 山 矢 崎邸

構造:鉄 筋 コ ンクリー ト柱 梁構 造4層

工期:7ケ 月

施工:中 野工務 店

甲陽園 に近 く,す ぐ南 に 甲山 を望 む,ま だ緑 に包 まれ た この 目神 山 は,阪 神 地 方 に残 さ れた

数 少 ない良 い環境 を保つ 住 宅地 であ る。 しか し現 地 を 見 ると,こ こ まで もと思 え る くらい の,

山 の斜面 で あ った。 平 均斜 度 は約30度 。前 面 道路 と,敷 地 の最 高部 の レベ ル差 が,15M。 しか

もこの近 辺で は,直 径3M程 度の大 岩が ゴ ロゴロ して いて,ど う考 えて も平担 地で の施 工 よ り,

30%は,基 礎 に余分 に費 用 がか か る ようにみ え た。資 材 搬入 を考 慮 す る と,ま す ます不 利 であ

る。そ こで まず,こ の程 度 の斜面 に当然 必要 で ある はず の過 大 な基 礎部 分 を,全 て 部屋 と して

使 え るよ うな構造 に出来 ない ものか と考 え,一 般 的に住 宅 に応用 される壁構 造 をやめ て,壁 を,
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一般荷重から解き放つ柱梁構造を選んだ。即ち模型でのエレベーション(東 面)に 見られるよ

うに,大 地に踏んばり,床 天井を支える3Mグ リッドの柱梁ラーメンのフレームと,構 造から

解き放たれた壁とで,こ の住空間は構成されることとなった。つまり下部2層 は基礎を兼ねた

地下室のごときものであるが,有 効採光や通風等を含む建築基準法上の条件は,西 面に設けた

ドライエリア等で十分クリアー出来た。また,こ こ西宮市の条例で,建 築物の斜面方向軸で大

地に接している部分は,そ の高低差を6M以 下にしなくてはならないとある。これも,基 礎構

造である柱梁レームを少しでも大地に踏んばるように斜面方向軸の一方である西面に張 り出し,

構造と無関係な西面外壁との隙間を,ド ライエリアとして扱うことにより,高 低差6M条 例 も

クリアー出来た。敷地内の露出した大岩は,そ のまま大浴室の壁面として利用する。このよう

な事から予想外の安価で,こ のプロジェクトは今進んでいる。竣工は来年春。

撮影.松 村芳治

柄松 稔

1内 海和雄
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